
思いつくまま  桑名の歴史  １３０    2024 .12 .20  

  東海道線の付替え         西羽  晃  

  

 最初の東海道線は箱根山地分を大きく遠まわりしており、急カ

ーブも多くて時間がかかりました。これを解消するため、丹那ト

ンネルを造ることになり、大正 7（ 1918）年に工事が始まりまし

た。工事は難航しましたが、昭和８（ 1933）年６月 19 日に貫通

し、開通の見通しが立ちました。  

 次は伊吹山麓の急勾配を解消するため、路線の付替えが考えら

ました。昭和８年６月 21 日付の『朝日新聞』の記事によれば、

「①大垣より高田町を経て牧田川を遡り、三国岳北方付近にトン

ネルを貫通して、彦根南方の川瀬叉は能登川の間に出る。  

②名古屋より桑名を経て、町屋川を北西に遡り、北勢鉄道に添て

三国岳南方にトンネルをうがち、近江八幡付近に結ぶ」（適宜に

句読点を付した）。そして鉄道局の技師が実地調査しています。  

  

   昭和 8 年 6 月 21 日『朝日新聞』  



 これに応じて桑名及び滋賀県八日市では誘致運動を展開して

います。７月２日付の『朝日新聞三重版』では、北勢鉄道の松本

社長の談話として 「「鉄道局が北勢鉄道を譲つてくれといふ申込が

あれば、喜んで相談に乗るつもりである。「・・・電車の停留所がな

くなつて不便だといふものもあるが、これには阿下喜―桑名間は

自動車を運転させてゐるので沿線町民の不便でない程度にいく

らでも自動車を運転させるから、ご心配はいらぬ」（適宜に句読

点を付した）。  

 滋賀県側でも八日市が積極的で、昭和８年７月５日の八日市町

会協議会で話題となり、早速に委員団が上京して、鉄道大臣など

に面会し、陳情しています（『八日市市史  第４巻近現代』昭和

62 年  八日市市役所発行）。そして同月 19 日には八日市町長ら

が桑名町を訪れ、両町が提携して誘致運動を進めることにしまし

た（ 「『朝日新聞三重版』昭和８年７月 20 日付）。  

 その後、桑名郡・員弁郡に加えて四日市市も賛同し、三重県も

積極的に誘致に乗り出しています。しかし９月には 「「国際聯絡列

車運転のため、敦賀港を等閑観されぬとあつて、大垣から近江八

幡間の現在線に殆ど併行する線に決定したとの説あり（ 「『朝日新

聞三重版』昭和８年９月 17 日付）との報道もあり、その後は報

道もなくなった。日本最大の幹線である東海道線が桑名を経由す

る話は幻と消えてしまいました。（以下は『朝日新聞三重版』）              

  

昭和８年７月 2 日   同年８月５日     同年９月 17 日  



 

思いつくまま  桑名の歴史  １３１    2025 .01 .20  

  電話の普及             西羽  晃  

  

 桑名局の電話は明治 33（ 1900）年に始まり、大正 11（ 1922）年

７月１日に香取郵便局で電話交換が始まり、その時の加入者は七

取村香取で 23、多度村で 14 でした。   

 昭和４ 1929）年４月 16 日には長島郵便局でも電話が開通し

ました。その時の加入者は 35 でした。昭和６年１月 16 日に深谷

郵便局で電話は開通し、同局では昭和 12 年 11 月には三重県内で

初めての小型自動交換機が設置され、交換手の不要な自動化され

ました。  

 桑名局は明治 33 年に開通した当時は磁石式でした。これはハ

ンドルを回すと、局の交換手に繋がり、口頭で相手の番号を告げ

ると、交換手が相手の電話回線に繋げる方式でした。その後の技

術発展で共電式が普及してきて、受話器を上げると、自動的に局

の交換手に繋がり、交換手が相手の電話回線に繋げました。桑名

局も共電式導入をすることになり、昭和９年１月鍜冶町に局舎が

完成し、同年 3 月 23 日から開通しました。その時の加入者数は

836 でした。新築された局舎は鉄筋コンクリート造り２階建で、

外装はアサノマイト、内部漆喰塗り。総延面積 1,000 ㎡。設計は

逓信省経理局営繕課 （ 技師木村栄次郎）で、施工は大林組。自転

車置き場は個々の自転車架に整然と並ぶように工夫されました

 写真とも『工事畫法』№ 128 昭和９年３月号）。  

 

    

 新 築 し た 桑 名 電 話 局 舎 中 庭      自 転 車 置 き 場   



 桑名局は三重県下では最初の共電式で、昭和 10 年に松阪局、

同 19 年に上野局が共電式になりました。なお、津、四日市、宇

治山田 現伊勢）の県下三大電話局は共電式にならず、戦後に自

動化されました。  

昭和 10 年ころ、桑名郡内で電話のない村は、伊曽島・桑部・

楠・木曽岬・野代・古浜・古美７村でした。同年 12 月には、これ

らの村へ電話設置を桑名郵便局から名古屋逓信局へ要望してい

ます (『朝日新聞三重版』昭和 10 年 12 月３日付 )。  

その結果、昭和 14 年３月に古浜郵便局で電話が開通して  

います。  

 

 

 

昭和 16 年 10 月１日現在の （『桑名電話番号簿』を私は持ってい

ます。それによりますと、桑名赤須賀郵便局、桑名京町郵便局、

桑名矢田郵便局、桑名三崎通郵便局が電話通話を取り扱っていま

す。また公衆電話機は、桑名駅前・桑名春日神社前 （・桑名市矢田

町 （・桑名市川口町・桑名郵便局内・桑名旭橋前の６カ所にありま

した。当時の桑名の繁華な場所がしのばれます。 個々の電話の

所有者は公共施設・会社・商店が主で純然たる個人は少ないです。

ちなみに、電話番号１カネチョウ・松本長蔵 （ 北勢電鉄社長）、２

森幹生 農業）、３山月 揚屋）、４百五銀行北魚町出張所、５井

上喜兵衛 塩元売）、６山栄商店、７川庄呉服店、８貝塚栄之助

 桑名市長）、９東洋紡績桑名工場、10 佐藤登代三 （ 造造）です。  

電話加入者数  桑名局  七取局  長島局  深谷局  古浜局  

昭和元 1926）年  597 37    

〃  ５ 1930）年  752 42 40   

〃  10 1935）年  876 49 43 9  

〃  15 1940）年  983 58 54 11 4 

 『 三 重 県 統 計 書 』     



 

思いつくまま  桑名の歴史  １３２    2025 .02 .20  

  昭和初期の労働運動             西羽  晃  

  

 大正 14（ 1925）年５月５日、普通選挙法が改正され、それまで

は納税額によって選挙権が制限されていましたが、満 25 歳以上

の男子に選挙権が与えられました。しかし女子に選挙権は与えら

れませんでしたが、この改正後の選挙は大きく変わりました。改

正が適用された、桑名町会議員選挙は昭和４ 1929）年３月 28 日

に行われ、立候補者 37 名のうち３分の１が無産派 革新系）で

した。選挙の結果は当選者 30 名のうち、 20 名が新人で、そのう

ち無産派は北勢一般労働組合の太田卯三郎と理髪業組合の後藤

源蔵の２名でした。  

勢いづいた北勢一般労働組合は同年５月１日に桑名で最初の

メーデーを行っています。当日は夜来の雨の中、太田委員長ら 20

名が九華公園に集まり、組合旗を立て、労働歌を高唱しながらデ

モ行進しました。  

それ以後、桑名での労働運動が盛んとなりました。『社会運動

通信』に記載されている労働運動は下記の通りです。  

1930.02.06 桑名町会議員検挙さる  ビラを貼って  

1930.08.24 桑名製材争議解決  

1931.06.01 桑名町・エヌケーエス自転車工場争議解決  

1932.07.29 鋳物工場争議無事に治まる  

（（（（（08.13  桑名町を中心に鋳物工七十名罷業  北勢一般労

働組合の指導で  

1935.11.19（トーキー進出の犠牲  映画争議  三重旭劇場   

1936.08.25 全評中金 （ 全国評議会中部金属労働組合）の組織  

桑名支部愈よ結成  （ 

 10.31 三重の反ファッション戦線統一成功  全評中金と

名合 名古屋合同労働組合）共同戦線  

11.04 三重琺瑯の争議  円満に解決す  

（1938.02.15 鋳物工が突如総罷業決行  職工側が折れて呆気な



く 辻内鋳物）  

  07.02 愛同 （ 愛国労働民同同会会）桑名支部  盛大に結成

式挙行  ６月 28 日・於中橋座    

以上は （『社会運動通信』に記載された分のみで、当時の新聞に

も多くの労働争議の記事が見られます。  

中でも特異なのは映画館 （・旭劇場の労働争議です。旭劇場は昭

和 2 年に建てられた旭ビルディングの中にある映画館です。この

ビルは寺町堀の上にあり、八間通に面した３階建ての建物です。

中には高島屋ストアーや食堂、ビリヤード、映画館がある総合的

な娯楽施設でした。開業当時の映画はトーキーでなく、画面に合

わせて、弁士が言葉を語り、楽士が音楽を奏でました。しかし、

次第にトーキー化されて、弁士と楽士は不要になってきました。

昭和 10 年 11 月３日、社長は弁士・楽士の全員を解雇する、その

手当として給料の４ヵ月分 200 円を支給することを発表しまし

た。これに対して労働者側は解雇手当 800 円を要求して、ストラ

イキを始めました。日本労働組合全国評議会の応援を得て、中央

から加藤勘十・山花秀雄・近藤信一らも応援に駆け付けました。

労働者側は社長の横暴をビラで訴えたりして、争議は持久戦とな

りました。同年 12 月 23 日に三重県の特別警察課長の調停によ

り、解決が図られました。その結果①解雇手当を４ヵ月分 180 円

を支払う、②社長を誹謗したことを謝罪するの２条件で、 2 ヵ月

にわたる争議は終わりました。  

   

旭劇場前を通る市電    （（（（1935.11.05     1935.12.24 

               『朝日新聞』    （『伊勢新聞』  

  



思いつくまま 桑名の歴史 １３３   2025.03.20 

  昭和初期の工業              西羽 晃 

  

 第一次世界大戦後の昭和４（1929）年に世界恐慌が発生し、日本も不況に見舞われま

した。不況打開のため、政府は積極的に財政投資を進め、中でも軍備拡張を図りました

ので、軍需産業が盛んとなり、とりわけ重工業が活気を呈しました。桑名でも従来から

の軽工業（繊維産業）から、重工業（金属・機械産業）が進みました。 

桑名郡市の工業生産額は下記の通リとなっています。 

大正９（1920）年 昭和５（1930）年  昭和15（1940）年  

繊維     885       568        1,183 

金属・機械  141              140              1,129 

その他    305              246              1,248 

 合 計   1,331              954              3,560 

    『三重県統計書』より （単位：円） 

 

昭和に入って桑名および近郷では、大きな工場が次々と生まれました。 

昭和２年 エヌチーエヌ製作所（現NTN）, 

昭和８年 日本絹網（現日本ケンモウ造機） 

昭和10年 桑名精工（山中清賞堂を改名）、 

桑名製絨所（のちの東洋紡績分工場、現在は廃止） 

昭和12年 日立製作所（のち日立金属、現桑名金属工業） 

昭和13年 昭和鉄工所（現ヤマザキマザック）、芝浦製作所（現東芝） 

昭和14年 山本重工業 

この内、桑名が発祥で、大きく成長し、現在でも桑名を代表する大会社は東洋ベアリ



ング（NTN）です。大正７年に西園次郎 （現松阪市嬉野町出身）が桑名町内堀で始めた西

園鉄工所がルーツで、50坪ほどの町工場でした。次郎はボールベアリングの研究に励み、

大阪の巴商会（丹羽昇）から資金面・販売面で援助を受けました。巴商会ではボールベ

アリング部を新設し、「NTN」のマークで販売しました。NTN とは丹羽・巴・西園の頭文

字です。大正 12 年３月に巴商会のボールベアリング部門と西園鉄工所のベアリング製

造部門を合併して、ベアリング専門の製造販売会社として合資会社エヌチ―エヌ製作所

（資本金5万円）を設立し、本社を大阪、工場を桑名としました。 

 昭和９年に株式会社（資本金300 万円）に組織変更し、同12 年１月に東洋ベアリン

グ製造株式会社と社名を変更しました。同年９月には資本金を1,000万円とし、株式を

公開しました。同13年12月に内堀の工場が火災に遭い、同14年11月に桑名市東方に

土地面積約10万坪の大工場を建設しました。同年12月には資本金を2,500万円としま

した。新工場建設前は桑名駅からの道路は東方の集落を曲折しながらの狭い道路でした

が、この工場建設資材を桑名駅から運搬するため、東方の道路を拡張したり、新設道路

を開設しています。 

 軍事力の増強により、航空機用のベアリングの生産が伸びて、昭和 20 年ころには日

本の航空機用ベアリングでは全国の70％を占める軍需工場となりました。 

         
     『大桑名に輝く人々』         昭和10年ころの東方 

（田中宗太郎編、昭和13年刊） 



思いつくまま 桑名の歴史 １３４ （補足）    2025.04.21 

    国道１号の改良                西羽 晃 

 2025.04.20に「国道１号の改良」を送りましたが、その写真の詳しい説明です。 

 

 （Ａ）出来たばかりの北勢線踏切付近での国道１号です（『工事画報』昭和７年６月

号）。これは踏切の南から北へ写したものです。中央に分離帯があり、信号機が設置され

ています。左手前方に２階建の洋館があり、これは中央度量衡会社の事務所です。中央

度量衡会社は大正12年に設立された会社です。 

 

（Ｂ）「大日本職業別明細図」昭和10（1935）年頃の様子です。北勢線の北に「中央度

量衡会社」があります。 



   

（Ｃ）「中央度量衡会社」は現在は「中央スケール」と社名を変更して、他の場所に移

りましたが、跡地には「「ＹＫビル」が建っています。桑名市総合医療センターの西に接

して、国道１号に面している４階建てのビルです。 

 

 

（Ｄ）国道１号の矢田交差点です（『工事画報』昭和７年６月号）。交差するのは旧東海

道です。当時のバスらしい車が東から西へ向けて通っています。桑名電軌が桑名町を循



環するバスを30分毎に運転していたようで、５人乗りの車両でした。 

 写っている建物は左右対処の建物が南にあり、北西にもよく似た建物があります。 

  

（Ｅ）現在の矢田交差点北から南へ、両側に左右対称の建物が残っています。 

 

（Ｆ）現在の矢田交差点。南から北へ。ここから北は道路幅が拡張されてので、北西の

建物は残っていません。隣接する善西寺は門を残して戦災によって焼失したので、その

時に北西建物も焼失したかもしれません。 

 

 



思いつくまま 桑名の歴史 １３４      2025.04.20 

    国道１号の改良                西羽 晃 

  江戸時代の東海道は明治になってから国道となりましたが、長らく昔のままの道路

でした。しかし、今までの道路では幅が狭いし、屈曲も多くて、自動車の通行には不便

となりました。それに応じて、政府は国道の改良に順次着手しました。三重県下では、

まず鈴鹿峠にトンネルを造り、大正15（1926）年10月に開通しました。なお、大正８

年に東京―伊勢神宮・内宮前までを国道１号とし、日永から鈴鹿峠を越えて大阪を経由

して鹿児島までを国道２号としました。現在のように国道１号が東京―大阪間となった

のは昭和27（1952）年12月４日からです。 

 三重県下のもう一つの難所は木曽川と長良揖斐川でした。ここに橋を架けるため、三

重県では愛知県と共同して架橋運動を展開しました。これについては次回に詳述する予

定ですが、架橋の前提として従来の国道１号は江戸時代のまま桑名市街地を屈折しなが

らの道路でしたので、この道路を直線的に改めることになり、町屋橋から北に新道を造

ることになりました。折からの大不況のため、実施が遅れましたが、昭和６年５月１日

に着工しました。失業対策として西桑名町に臨時労働紹介所を設けて、工事労働者を公

募しました。工事には多量の砂利が必要ですが、その砂利を町屋川から採取することに

なりました。しかし川床が低くなって灌漑用水に支障があると、沿川の住民から猛烈な

反対陳情がなされています。 

 失業対策として集められた労働者は450 人で、日当は１日90 銭でしたが、日当が安

いと１日１円 30 銭に値上げ、労働者を酷使しないことを求めました。これには北勢一

般労働組合の太田卯三郎らが立会いました。６月 23 日には労働者大会が開かれました

が、桑名警察署から警官が出動して、解散を命じ、太田ら２人を検束しています。しか

し同月25日には代表者と当局が会談し、日当は１円～１円30銭で妥結しています。 



 揖斐川畔から大福の八重垣神社に至る2360 ㍍は昭和７年３月31 日に竣工しました。

この間は幅員が車道８㍍（コンクリート舗装）、両側に歩道各 1.5 ㍍（コンクリート板

舗装）で、途中に北勢線を横切る踏切があり、この部分だけ中央に分離帯が設けられ、

遮断機と信号が設置されました。同年４月 17 日には開通式が行われました。同年３月

には「参宮国道碑」が建てられ、現存しています。 

    

 建設前の北勢線踏切付近（北向）        建設後の北勢線踏切付近（北向）  

   

矢田で旧国道と交差する処（北向）。      左の現況（北向）、左右対称の建物は現存しているが、 

左右対称の建物があり、北側にも        ここからは道幅が拡幅されているので、北側の建物はない。 

同じような建物がある（『工事画法』）。 

引き続き安永地区でも工事が進み、この間は車道６㍍（コンクリート舗装）歩道各1.5

㍍（（砂利道）でした。町屋川に架かる町屋橋はコンクリート製で新しく架橋され、同８

年５月４日に開通しました。長島地区でも 道路幅11 ㍍（砂利道）の新道が建設され、

木曽川に架かる尾張大橋が同８年11月８日に開通しました。 

（本稿は当時の『朝日新聞三重版』と『工事画報』（昭和７年６月号）を参考にした。） 



思いつくまま 桑名の歴史 １３５      2025.05.20 

    伊勢大橋・尾張大橋  工事開始まで       西羽 晃 

  江戸時代の東海道は宮（熱田）と桑名は七里の渡しの海路で結ばれていましたが、

明治になってから七里の渡しは廃止となり、熱田から前ヶ須（現・弥富市）まで陸路と

なり、前ヶ須からは桑名までの4320間（約7800㍍）は木曽、鰻江、揖斐川を横断する

渡船で結ばれました。この渡船は民間の経営で、明治11（（1878）年頃は１人２銭でした。

しかし明治 20 年から始まった木曽三川改修工事で鰻江川は閉鎖されて船が通れなくな

ったので、前ヶ須から長島の押付へ渡船、長島地内を陸路、十日外面から桑名の福島ま

で渡船となりました。このコースは明治26年４月１日から国道東海道（（のち国道１号）

となり、福島からは揖斐川堤防を歩き、川口町の七里の渡し場跡からは、江戸時代から

の東海道を通りました。 

国道東海道は大正９（1920）年４月1日に国道１号となり、同10 年４月１日からは

渡船は三重県が経営し無料となりましたが、渡船に頼っていては輸送量も限定されます

ので、木曽および揖斐・長良川に橋を架けることが地元での悲願でした。大正 11 年２

月に桑名郡の福原銭太郎ほか151 人の架橋請願書が衆議院に提出され、同月27 日に同

院請願分科会で採択されました。 

          
国道指定記念碑（木曽川右岸畔に現存）       渡船の様子（（工工事報』 昭和９年６月号） 

これに応じて早期着工を目指して、三大川架橋促成同盟会が桑名郡で結成され、大正



11年10月24日に発会式が行われ、請願書を採択しました。それに依りますと「本県は

畏くも皇大神宮の鎮座在す所にして全国より蝟集する参拝者は陸続として絶ゆる事な

く名古屋より山田に通ずる鉄路一線のみにては我国の中央部の交通上洵に寒心すべき

事に歸す、之れを国防上より見るも将又交通政策上自動車運輸に重きをおかざるに於て

は是が火急ならんこと説明を要せざる処に有之候」（（大正11年10月28日工朝日新聞三

重版 ）。 

国鉄関西本線の鉄橋が貨物輸送の増加などで、建て替えが決まり、旧鉄橋は不要とな

るので、それを払い下げて、国道の鉄橋とするように、大正15年から昭和２（1927）に

かけて運動が進められましたが、払い下げが実現しませんでした。昭和３（（1928）年に

は架橋は国営工事として架橋することに決定し、総工費500万円のうち4分の３は国庫

負担、残りは愛知・三重両県で負担としました。しかし折柄の不況のため、同年10月の

閣議で架橋費は否決されました。 

（ （（（（（（（（（（  
(大正11年３月１日付工朝日新聞三重版 )  （昭和３年10月31日付工朝日新聞三重版 ） 

昭和４年には四日市市でも木曽三川架橋期成同盟が結成され、三重県でも愛知県との

共同運動を強力に展開しました。しかし、大蔵省は緊縮財政を楯にして予算化に消極的

で、架橋運動は進展しませんでした。揖斐長良川の渡船は従来から手漕ぎの船でしたが、

昭和５年４月１日から、エンジン付きの船（約30人乗り）に替わり、所要時間約１時間

だったのが、６分間に短縮されました（昭和５年３月30日付工朝日新聞三重版 ）。（（ 



思いつくまま 桑名の歴史 １３６      2025.06.20 

    尾張大橋・伊勢大橋  開通          西羽 晃 

木曽川および揖斐長良川の架橋費は、国会で一端否決されましたが、不況打開のため

の失業対策として、架橋工事が実施されることになり、250 万円の起債が認可されまし

た。木曽川は愛知県、揖斐長良川は三重県が担当しました。設計は両橋とも増田淳。昭

和５（ 1930）年３月から木曽川の下部工事、同年９月から揖斐長良川の下部工事が開始

されました。工事請負業者は木曽川は橋台が中央土木、上部結構鋼材製作が横浜船渠、

橋脚及び上部架設工事が間組でした。揖斐長良川は下部工事間組、上部工事が大阪鉄工

所、橋面舗装は日本鉱業と大日本アスファルト工業でした。 

先ず工事用の仮設の木橋を造り、工事人及び資材を運送しました。橋台の基礎には赤

松の丸太を打込み、橋脚は潜函を引潮面以下平均 25 ㍍迄沈下させ、小判型鉄筋コンク

リート造躯体を築きました。水中の潜函内には同時に12人が作業しました。 

  

  伊勢大橋の下部工事（仮設橋）           伊勢大橋の潜函掘削作業 

（いずれも『工事画報』昭和９年６月号） 

上部工事は木曾川は昭和７年６月、揖斐長良川は同年 12 月に着手されました。昭和

８年６月に尾張大橋、伊勢大橋と橋名が決定されました。 

全長878㍍余の尾張大橋は昭和８年11月８日に渡初式が行われ。弥富町の森一家の

３代夫婦が先ず渡りました。祝賀の余興として、花火・獅子舞・手踊・弥富小唄・・小 



生の旗行列、夜には提灯行列など。式や余興の様子はNHKラジオで中継放送されまし

た。大橋の開通によって、木曽川の渡船は廃止となりました。 

伊勢大橋の工事も順調に進み、伊勢大橋の途中には岐阜方面に通じる中堤道路が接続

されました。このように橋の途中から道路があるのは我国で初めてでした。翌年の昭和

9年５月26日午前１０時から開通式（渡初め）が行われました。早川・三重県知事のテ

ープカットと共に大くす玉が割られ、30羽のハトが飛び立ちました。伊勢行進曲が鳴り

響く中を神官を先頭に３組の夫婦、来賓一同、武装の桑名中 生、近隣の男女中・小 

生ら6500人が小旗を振りつつ渡りました。 

伊勢大橋の開通にともない、従来の揖斐・長良川の渡船は廃止となりました。先に廃

止された木曽川渡船では船頭43軒、揖斐長良川の船頭49軒が廃業となり、僅かな涙金

が渡されただけでした。 

   

昭和７年の地図（両大橋の架かる前）   完成した尾張大橋（昭和８年12月号『工事画報』） 

      

 伊勢大橋開通を伝える『朝日新聞三重版』   伊勢大橋完成記念絵はがき（個人藏） 

  （昭和９年５月27日付） 



思いつくまま 桑名の歴史 １３７             ２０２５．０７．２３ 

    昭和初期の金融機関              西羽 晃 

  昭和初期は金融恐慌や世界的な大恐慌で、金融機関も淘汰整理されますが、一方で

は新しい金融機関も誕生して、成長もします。 

 大正末期に桑名で産声を上げた金融機関として信用組合桑名金庫（現桑桑名重信信用金

庫）があります。大正14（現1925）年５月25日に設立認可を受けて（現事務所は吉津屋町）、

同年６月 30 日に片町へ移り、翌日の７月１日から営業を開始しています。初代理事長

は小河内弥兵衛現元桑名藩士、桑名町助役）でした。理事は桑名の町衆たちで、桑名商

人のための金融機関でした。昭和７現1932）年には職人町に移転。 

           

               いずれも『官報』 

 昭和10年に京町の旧四日市銀行桑名支店の建物（現京町）を買い取り、同11年１月30

日に移転しました。 

 四日市銀行は四日市に本店があり、津の百五銀行と重信県での二大銀行でした。桑名

は桑名銀行が勢力を持っていて、四日市銀行は桑名への進出は遅くて、大正 11 年５月

１日に、桑名支店を重崎通に開業しました。そして同14年６月29日に京町に新築移転

しました。当時の銀行建築の流行はギリシャ神殿風の円筒形の列柱を外観に持っていま

した。この四日市銀行桑名支店の建物も外観に列柱を持っていますが、円筒形でなく、



簡素な角柱でした。しかし、四日市銀行（現沢 一衛頭取）は昭和の大不況で業績が振る

わない上に融資先の伊勢電鉄現沢 一衛社長）の不振で、四日市銀行はさらに業績が落

ち込み、昭和８年に桑名支店は営業を休止し、同10年７月30日に廃止されました。そ

の建物を桑名金庫が買い取ったのです。同 20 年の空襲にも耐えて、桑在は桑名市石取

会館として使われています。 

 四日市銀行の継続会社として重信銀行現本店・四日市市、桑重十重銀行））が昭和14

年12月28日に発足しました。重信銀行桑名支店は桑名市大字桑名で開店しました。 

 重信農工銀行は全国の農工銀行が合併され、日本勧業銀行現桑みずほ銀行）となった

ので桑名支店（現本町角）は昭和12年３月25日に桑名出張所となりました。しかし同19

年４月14日に閉鎖されました。 

 不動貯金銀行桑名支店現宮通）は全国の貯金銀行が統合合併され、昭和 20 年に日本

貯金銀行となりましたが、同 23 年に協和銀行現桑りそな銀行）桑名支店となりました

が、同32年に閉鎖されました。 

 大正７年２月15日に阿下喜で発足した北勢無盡は同11年頃に益生村新矢田に本社を

移し、重信相互無盡会社となっていました。昭和18年２月10日に合併により八紘無盡

桑名支店となっています。その後は大道相互銀行、中京銀行など幾多の変遷を経て、桑

在は「あいち銀行」桑名中央支店となっています。 

            
  桑名金庫現出典不詳）     重信相互無盡 現『大桑名に輝く人々』Ｓ１３年） 



思いつくまま 桑名の歴史 １３８             ２０２５．０8．２０ 

    昭和初期の桑名中学校             西羽 晃 

 大正12（ 1923）に（ 桑名町立）三重県桑名中学校が出来て、同14年には尾野山（ 在 の桑名高校

の場所）に新校舎が一部竣工しました。 そして同15年４月１日から県立に移管され、三重県立桑名

中学校となりました。尾野山の新校舎が完成し、落成式が同年11月８日に行われました。町立時代で

は定員は１学年100人でしたが、県立では150人と増員されました。 

 ５学年まで揃って、校内の行事も盛んとなりました。大正15年には初めての修学旅行が実施され、

大津・京都・奈良方面へ４日間でした。昭和３（ 1928）年には関東方面へ出かけています。中等野球

には昭和２年から参加しています。このときは１回戦で四日市商業に０対11で敗れました。 

 第１回の卒業式は昭和３年３月３日に挙行され、69 人が卒業しました。入学時は 100 人だったの

が、約3分の２に減っています。 

 施設の充実では、昭和２年に諸戸清六寄贈のテニスコート、同４年には伊藤紀兵衛寄贈の図書館が

開館し、諸戸清六によって千数百冊の書籍が寄贈されました。 

 
桑名中学校の全景、付近は一面の桑畑 （大正15年）  

    

 昭和６年、２代目校長となったのが宮地雄吉です。宮地は２年間だけの桑中時代に多くの業績を残

しました。同７年４月５日に校歌が制定されました。作詞は校長の宮地雄吉、作曲は早川弥左衛門 中

央交響楽団の指揮者）でした。同年には生徒の制服が改正され、夏冬共用でカーキー色、帽子は茶褐

色と定められました。同年６月15日に奉安殿の地鎮祭を行い、同８年１月20日に完成しました。 



    

   図書館 （昭和４年）     奉安殿落成祭（昭和８年１月20日）   顕本寺にある小出義彦家の墓 

 宮地校長は校地の整備にも努め、正門 在桑高北門）脇にヒマラヤ杉並木、中庭に円形の大池を造

り防火用水を兼ねました。また校庭の周囲に松を植えました。在 の桑名高校の西に２本だけ残って

いる松です。進学希望者には、夏休みには東林寺 在いなべ市）で５日間の合宿、冬休みにも特別講

習をしました。その結果、官公立高校・高等専門学校へ11人が合格し、開校以来の好成績でした。 

 そのころの桑名中学では水泳部が強く、宮地校長はプールの建設を念願していましたが、実在しま

せでした。正式のプールがなかったので、多度峡を堰き止めた 25 ㍍の仮設プールで練習していまし

た。昭和４年、佐藤材木店にの好意によって揖斐川に仮設プールが出来て、ここで練習に励みました。 

この年９月に行われました中部日本中等学校競泳大会では桑名中の小出義彦君は200㍍平泳で大会新

の１位、近藤勇三君は800㍍自由形で５位となり、桑中は総合４位の成績を収めています。両君とも

名古屋の八高 在 の名古屋大学）へ進んだ優秀な生徒でした。しかし、小出君は昭和19年にインド

で戦死しています。 

 水泳以外でも昭和８年には剣道部は三重県下男子中等学校大会で優勝戦で上野中学と対戦し、６対

３で勝ち、初めての優勝でした。三重県中等学校陸上競技大会では100 ㍍で伊藤亮一君が１位、800

㍍リレーで桑中は１位、その他でも好成績で桑中は総合成績で１位となりました。 

 昭和８年５月６日に開校10周年記念式典が行われました。6,７,８日は各種展覧会が校内で行われ、

桑名の古書画・骨董・刀などの展示もありました。７日は桑名郡の青年団員・小学生・幼稚園児も参

加しての運動会、８日午後には寺町の旭劇場で映画会がありました。 



思いつくまま 桑名の歴史 １３９             ２０２５．０９．２０ 

    桑名中学校の文化人 ① 若松実            西羽 晃 

 前回では桑名中学校のスポーツ選手を紹介しましたが、今回は文化人を紹介します。 

若松実 (1912-1994) は大正元（1912）年２月に大垣で生まれました。親が天理教の

普及のため、桑名に転居しました。彼は昭和４（1929）年に桑名中学（（桑桑名校校）を

第二回生として卒業し、天理外国語学校（（桑天理大学）朝鮮語部に入学しました。当時、

日本内地の校等教育機関で朝鮮語を教える学校は、天理外国語学校しかなかたのです。 

日本内地の校等教育機関でも明治時代に東京外国語学校（桑東京外国語大学）や東京

校等商業学校（桑一橋大学）に朝鮮語の授業もありましたが、明治43（（1910）年に日本

は韓国（朝鮮）を併合して、朝鮮語を使わず日本語を強制しました。その結果、日本内

地の校等教育機関では朝鮮語の学科は大正時代に漸次廃止されました。それに反して天

理外国語学校では大正14（（1925）年に朝鮮語部が出来ました。これは天理教を朝鮮で布

教するための人材を養成する目的だったのです。 

彼はさらに京城帝国大学（（桑ソウル大学校）法文学部文学科（（朝鮮語（文文学科）へ進

みました。桑名中学卒業生で、帝国大学へ進学した最初かと思います。京城（桑ソウル）

では天理教の朝鮮布教管理所に寄宿しており、進学の費用などは天理教が出しているよ

うです。昭和14年に同大学を卒業しました。  

 その後は天理女子学院（天理外国語学校の改称）で教鞭を執りました。これは大学で

の費用を天理教から出してもらった「お礼奉公」らしい。その後に名古屋市役所からの

招聘を受けて、名古屋市職員となりましたが、自宅では朝鮮語の勉強をしていました。

そして、昭和42年に名古屋市を定年退職しました。 

 退職後はソウルへも度々出かけ、朝鮮語の本を沢山買い込んできて、翻訳をしては自

費出版していました。そして出版社からも出されるようになりました。中でも朝鮮通信



使の記録を出版して、日本と朝鮮（韓国）との交流に大きな役割を果たしました。朝鮮

通信使は主として江戸時代に幕府の将軍就任祝いに、朝鮮から日本に来た使節団です。

その都度、詳しい記録が残されていて、全部で 21 冊が韓国で発見されています。その

うち日本語に翻訳されていたのは、たったの１冊のみだったのです。それを全部翻訳す

る計画で、彼は取り組んでいました。その他にも朝鮮の貴重な記録の翻訳にも取り組み

ました 

しかし、平成６（1994）年６月17日朝、自転車で病院へ向かう途中で乗用車と衝突し

て帰らぬ人となりました。それまで 13 冊が日朝協会愛知県連合会から刊行されていま

した。14冊目もほぼ翻訳してあり、その原稿は机の上に残っていました。この分は没後

に刊行されました。「桑校百年」を記念して平成20(2008)年に、彼の翻訳書などは桑名

市立中央図書館に寄贈され、桑名校校図書館にも一部が寄贈されました。 

若松実の編著書では朝鮮通信使関係及び「乱中日記」、「月峯海上録」、「錦溪日記」、

「西征日録」、「漂海録」が日朝協会愛知県連合会から出版さています。 

 一般の出版社からは、（「韓国の冠婚葬祭」、「韓（文日ことわざ事典」、（「訳訳詳勧告 こ

とわざ選」、（「韓国のなぞなぞ：楽しく学ぶ韓国語」（（以上は校麗書林）。「韓国風流小ばな

し：初期李朝艶笑譚」（風媒社）などがあります。いずれも朝鮮の民衆を理勧する上での 

基本的な本です。 

        

 朝鮮通信使の翻訳書（桑校蔵）       （西羽蔵） 
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